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1. あなたの力＆みんなの力でつくる
リーブラ!!

リーブラは皆さんの力で成り立っています

男女平等川柳募集！
育休を取った夫に惚れ直し･･･男女平等をテーマとした川柳を募集します。「男はこうあるべき」

「女はこうあるべき」といった私たちの社会に根強く残る性別役割分担意識やそれに基づく習慣を五
七五のことばの中にユーモラス、または鋭く表現ししましょう！締め切り10月28日(金）必着。応募
についてはリーブラ館内ポスター・チラシ・ホームページにて。最優秀賞1名図書カード1000円分・
優秀賞5名図書カード500円分贈呈。

「第2回リーブラ特別展示 女性に対する暴力をなくすため私たちにできること～災害と女性～」
11月12日（土）～25日（金）にリーブラ特別展示「女性に対する暴力をなくすため私たちにでき

ること～テーマ：災害と女性～」を開催します。災害と女性に関する団体活動紹介やメッセージの発
信、女性への支援の思いを込めた作品の展示など、様々な形でのご参加、お待ちしております。詳細
は来月リーブラ便り、館内ポスター・チラシ・ホームページにてお知らせします。交流コーナーでは
みんなでメッセージを書いた紙を折って大きなパープルリボンを完成させましょう。

運河まつりボランティア募集
10月２日（日）に開催される「芝浦運河まつり」にリーブラが参加します。まつりの参加者にアン
ケート協力をお願いし、啓発品を配布。地域の方と交流をはかりながら、リーブラを紹介します。私
たちスタッフといっしょに、リーブラを宣伝しませんか！詳しくは、リーブラ事務局（中村）へお問
合せください。ご応募お待ちしております！

２. リーブラ企画・イベント参加募集

駅から近くて便利そうだけど「男女平等参画センター」って一体何？ 男女平等なんて、難しそうで---。

役所の建物って、なかなか入りにくくって-------。近隣の皆さんからこんな声が聞こえてきます。

3月の大震災以降、見直されてきた地域のつながりの重要性。とはいっても、つながりのきっかけを作るの

は意外と難しいもの。仕事があったり、子育てが忙しかったり。でも、求めなければ得られないのがつなが

りです。リーブラでは、地域の住民の皆さんと一緒に何かをやりたいなぁ---と常々考えています。

皆さんのできる範囲で、ちょっとだけリーブラのイベントや企画に参加してみませんか? 特別の知識や、

経験がなくても、あなたが「みんなと何かを始めたい」と思っている気持ちだけで十分です。勇気を出して、

「つながり」を求めてみませんか? 

人それぞれ違っていることが当たり前ということを伝えたい「男女平等参画センター」だから、利害関係が

無い、新しい出会いや、地域のつながりをもたらしてくれるかもしれません。

これから冬に向けてリーブラで実施予定のイベントや企画を紹介します。ぜひ、たくさんの参加と応募をお

待ちしています。
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３. (1) 講座案内（リーブラ主催）

再就職支援2回連続講座

『 適 職 発 見 !! 』
■日程：10月14日(金)＆21日(金)
■時間：10：00～12：45
■会場：リーブラ４階 学習室Ａ
■内容：自分自身の能力を再認識し、
人生の価値の上に、どのような仕事を
していくか、参加者の希望する働き方
が実現するようにしていくワークを中
心とした２週連続の講座。

「ふらっとリーブラ」９月
～産後ママが自分を大切にする時間の巻～

(2) 講座案内（学習活動支援事業）

【リーブラでの会議の仕方を学ぶ】

主催：醍醐

リーブラでの区民・区・館が協働で
行う会議を上質なものにするために、
作業や模擬会議を行い、議事録作成
等の体験をします。
※2回連続講座なので、2回の参加
をお勧めします 。
講師：深澤純子さん
特定非営利活動法人ヒューマンサービ
スセンター（リーブラ男女平等推進団
体、港区コミュニティカフェを運営）
事務局長。
アート、ジェンダー、メディアをテー
マにワークショップ、大学でジェン

ダー論の授業を行う。

■第1回 9月 8日（木）
18：30～21：00

■第2回 9月15日（木）
18：30～21：00

■場所：リーブラ4階 集会室３
■定員：20名程度

（要申込・各回先着順）
■参加費：各回500円

（資料代・教材費）
■対象：リーブラでの会議の参画希

望者
■申込み・お問い合わせ先
メール：
b9119daigo9119@yahoo.co.jp

担当： 長・大林

【ダンスムーブメントセラピー】
「わたしを解き放つ」

知らない自分との出会いのヒント

主催：特定非営利活動法人
ヒューマンサービスセンター

■日時：10月2日（日）
10月9日（日）

両日 午後１時３０分から4時
■会場：リーブラ５階 ホール
■対象：女性限定20名（原則とし
て2回参加できる方・要申込）
■内容：ダンスセラピームーブメ
ントは、型や振り付けのあるダン
スではありません。
からだへの気づき、環境への感覚、
コミュニケーションを通じて、自
分のからだやこころを自由にする
ことをめざします。
ダンスの経験に関係なく参加でき
ます。
■講師：カムラアツコ（英国ロアハ
ンプトン大学認定ダンス・ムーブメン
ト・セラピスト。障害者、一般向け
ワークショップを日英で展開。音楽パ
フォーマーとしても活動。）

■申込み・問合せ先
特定非営利活動法人ヒューマン
サービスセンター
TEL：03-5449-6577

【マジック入門】

主催：港マジック同好会

■日時：１０月３日（月）､１７日
（月）､１１月７日（月）､２１日
（月） 各回１８時から２０時
■会場：リーブラ４階 集会室３
■内容：趣味として、相手を楽しま趣味として、相手を楽しま
せるツールとして、仲間とのコミュせるツールとして、仲間とのコミュ
ニケーションや親睦を深めるツールニケーションや親睦を深めるツール
として、会社の宴会、リーブラフェとして、会社の宴会、リーブラフェ
スティバル等での披露などの自己実スティバル等での披露などの自己実
現のツールとしてマジックを習得し現のツールとしてマジックを習得し
たい方向けに、「すべての人が自分たい方向けに、「すべての人が自分
らしく豊かに生きるため」の一助とらしく豊かに生きるため」の一助と
なればと企画しました。なればと企画しました。基本的基本的で初で初
歩的歩的なマジックをなマジックを中心に取り上げま中心に取り上げま
すので初心者大歓迎です。おおいに、すので初心者大歓迎です。おおいに、
マジックの不思議さを味わってくだマジックの不思議さを味わってくだ
さい。さい。
１回目１回目 ★★マジックの基本マジックの基本
２回目２回目 ★★シルク：シルク：きれいな３色のきれいな３色の
シルクのハンカチを使シルクのハンカチを使ったマジック。ったマジック。
３回目３回目 ★★カード：カード：４枚のエースの４枚のエースの
出現、カードの出現、カードの数字当て数字当て
４回目４回目 ★★復習と身近な道具でマ復習と身近な道具でマ
ジック：ティシュペーパー、紙コッジック：ティシュペーパー、紙コッ
ププ、、割り箸等を使用割り箸等を使用
■講師：港マジック同好会 有志
■申込み・お問合せ先

港マジック同好会（近藤）
TEL： 03-3452-2111

■日程：９月30日（金）

■時間：10：00～12：00 

（9：30開場）

■会場：リーブラ５階 ホール

■講師：高橋葉子さん
（NPO法人マドレボニータ認定
産後セルフケアインストラクター）

■参加費：無料

■対象：

３歳未満のお子さんを持つ女性

■定員：20名（要予約・先着順）

■申込：電話･FAX･メール･窓口

■保育：あり・無料 ※要予約

（１歳から未就学児まで）

保育締切 ９月16日（金）

※生後210日までのお子さんは
一緒に参加可能です。一緒に参
加される場合は寝かせるための
バスタオルをご持参ください。

■内容：簡単な身体ほぐし、ペ
アワーク、グループワークをリ
ラックスできる場で行います。
自分が普段考えていることや感
じているモヤモヤした気持ちを
外に出してみませんか？

自分のこと、子どものこと、
家族のこと、働くこと、やりた
いこと、やりたくないことなど、
自分にとって大切なことは何か、
少したちどまって振り返る時間
にしませんか。

■その他：スカート・ジーンズ
以外の動きやすい服装で。

1回目講座：あなた自身を、自分で
よく知るための講義とワーク
～自分の能力と価値感に気づく～

■講師：小西ひとみさん
ライフデザインズ・オフィス代表

■参加費：無料
■定員：30名
■申込：電話・FAX・メール・窓口
■保育：あり、無料：要予約

（1歳から未就学児まで）
保育締切 9月30日（金）

２回目講座：能力や価値感を活かす
仕事に就くための方法を考える講義と
ワーク～理想の仕事に就くために必要
な行動～



４. (1) 講座報告 （パワーアップ事業 ＆ ＧＥＭ・港区・リーブラ共催展示）

(2) 講座報告（リーブラ主催）

ダイバーシティ実践講座

ダイバーシティとは「多様性」という英語です。職場
で多様な社員～多くの日本企業では特に女性社員～が
生き生き働く事は「男女平等推進」の大きな課題の一
つです。企業で女性の活躍を推進するためには、経営
者がその重要性を理解していること。社員が理解・支
持していること。そして、女性自身がチャレンジして
いく気持ちを持っていること。制度が整っていること
等が重要です。

港区の企業で「女性の活躍推進」を担当している24人
の人事担当者（女性19人、男性4人）が集まってダイ
バーシティの先進企業「第一生命株式会社」の担当室
長の吉田久子さんのお話を聞きました。第一生命でダ
イバーシティが成功している大きな要因は「女性の活
躍推進が企業戦略であること」「トップダウンにボト
ムアップ」等など。吉田さんのお話を熱心にメモを取
り、質疑応答では時間いっぱい、たくさんの質問が出
されました。

その後は約1時間、参加者同士の交流です。 各社の取
り組みや問題点などを情報交換。それぞれ社内の問題
は複雑のようですが、ダイバーシティ推進は企業の業
績にも良い影響を与えることが分かっているので情報
交換にも熱が入ります。担当者が一同に集まった講座
ならでは実現した機会です。まだまだ十分とはいえな
い企業での女性活躍。「今後も職場でも、女性の活躍
推進を支援していかねば！」と決意した講座となりま
した。

「私たちにできること 性暴力被害を防止するために
－ストップ性暴力！ STAND！－」

主催： NPO法人男女平等参画推進みなと

第１回
「性暴力被害の実状を知る」

初めに在米フォトジャーナリスト
で、ご自身がレイプ被害者である大
藪順子さんからレイプ被害当時者の
心身の傷の深さや、その後の生き方
に及ぼす深刻な影響について、さら
に多くの人の無関心が当事者をいか
に苦しめ、加害者に加担しているの
かを、撮影を通して関わった性暴力
の事例を基に話されました。その後、
井上摩耶子さんから、当事者側に
立った専門の相談機関と医療機関等
が連携して支援する必要があること、
フェミニストカウンセリングを通し
て当事者の身近に寄り添う人の重要
性を話されました。また裁判事例な
どから、まだまだシステムが整って
いない日本の現状では当事者が二次
的被害を受けるケースも多く、「法
律の不備」と「法に関わる人々の偏
見」を指摘されました。

第２回
「医療の現場から性暴力被害を
考える」

昨年日本初の性暴力に対するワ
ンストップセンターSACHICOを
大阪で立上げた産婦人科医・加藤
治子さんより、被害者側に立つ支
援の実践、医療・弁護士・カウン
セラー・警察・ボランティア等が
一体となった取り組みの経緯や課
題を話されました。

GEM・港区・リーブラ共催

「大藪順子写真展」

アメリカ・カナダに加えて新た
に日本の当事者6人の実名入り写
真展が同時開催され、多くの方に
当事者からの声を聴いてもらいま
した。

アンケートより
参加は、半数近くが一般の方々

で「身近な問題として考える契機
になった」、当事者や支援者も多
く「元気をもらった」「支援のあ
り方を再確認できた」等々、たく
さん寄せられました。これを機に
いまだレイプ神話等が横行し、加
害者より被害者が責められ、被害
を語ることがタブー化され、被害
者にとって生き辛い社会に向けて、
地域で連携して「ストップ性暴
力！ STAND！」をしていきま
しょう。

（NPO法人男女平等参画推進み
なと（GEM）・大野綾子）第1回講座「性暴力被害の実状を知る」

「女性のための家族を変えるコミュニケーション」
3回連続講座 10時～12時
5月16日（月）、5月23日（月）、6月13日（月）

人権尊重・男女平等の自己表現を実践的に学ぶ

リーブラ相談室で最も多い相談内容である「家族」を
テーマに、人権尊重・男女平等の視点を踏まえた自己
表現である、アサーティブ・コミュニケーションを学
ぶ3回連続講座を開催しました。講師のフェミニスト
カウンセラー・小柳茂子さんには、家族との対話をよ
り良くしたい人が自分の家族との関係を振り返りなが
らコミュニケーションを学べる、具体的・実践的な内
容で進めてくださるようにお願いしました。

継続学習の要望

講座後のアンケートでは、参加者から出された事例を
もとにした体験的な講座に満足したと感想に書かれた
人が多く、「3回だけでなく長いスパンで講座を開催
してほしい」など、終了してほしくないという意見が
多数寄せられました。

「アサーティブ・フォローアップ会」結成！

そこで、講座終了後、毎回講師のサポート役として講
座に参加していたコーディネーターから参加者に呼び
かけ、6月27日、参加者が集う場「アフターミーティ
ング」を開催、コーディネーターが会の進行を行いま
した。さらにこの後、継続して学びたいと希望された
方々により「アサーティブ・フォローアップ会」が結
成され、参加者主催の継続的な勉強会を開催すること
になりました。会では、9月に小柳さんを講師に迎え
た勉強会も開催する予定とのこと、リーブラに、ア
サーティブを学ぶ新しいグループが誕生しました！

7月13日（水）2時半～5時



発行日：２０１１年８月２０日

～活動は心がよろこぶこと～
私たちの会は、毎年秋に劣化ウ

ラン弾の被害や、戦争被害などの
写真を3階廊下で写真展として開
催してきて、今年は第7回目にな
る。フェステバルや写真展に毎回
足を運んでくださる方々もあり、
このような活動はリーブラがある
から出来る事でありがたい。

リーブラ運営協議会やフォーラ
ム、フェステバルなど、リーブラ
の事業活動には利用者として毎回
参画するよう心がけてきた。リー
ブラは港区の男女平等政策の要で
あり、いわゆる女性の自立困難な
社会状況を克服する男女平等実現
支援のための拠点施設である。こ
のような施設は利用者が自覚的に
参画しなければ磐石な施設として
認識されにくいと思っている。そ
して男女平等な社会は今までの歴
史に深く根付いている男性優位の
文化をも変えていかなければなら
ない、ひとりひとりの意識の変革
を求められることだ。参加するか

５. 運営協議会

月 ～ 土 曜 日 ９：００～２０：００
日 曜 日 ９：００～１６：００

窓口受付時間

月 ～ 土 曜 日 ９：００～２１：３０
日 曜 日 ９：００～１７：００
＊祝日はその曜日に合わせての開館と
なります。

施設利用時間

http://www.minatolibra.jp/HP

０３－３４５６－１２５４FAX

０３－３４５６－４１４９TEL

〒108-0023 港区芝浦３－１－４７住所

港区立男女平等参画センター リーブラ発行元

運営協議会委員より

平成23年度 第4回運営協議会

７月２８日、運営協議会が開催され
ました。
【議題】
（１）報告事項
① ６月･７月の事業報告、事業進捗

状況報告
② フォーラム企画運営委員会報告
③ フェスティバル進捗状況
（２）協議事項
①新リーブラに向けての検討スケ

ジュール
②共催事業について
平成26年に予定されている、新施
設のオープンに向けて、館内の什
器・備品などについて、どんなもの
がふさわしいか、委員のみなさんの
ご意見をうかがっています。誰もが
安心して、使いやすい館になるよう、
これからも協議を続けていきます。

７．男女平等参画情報 ～スポーツとジェンダー～

７月２９日、国の東日本大震
災復興対策本部「東日本大震災
からの復興の基本方針」が決定
（８月１１日改定）され、その
「基本的考え方」の中に「男女
共同参画の観点から、あらゆる
場・組織に、女性の参画を促進
する。あわせて、子ども・障害
者等あらゆる人々が住みやすい
共生社会を実現する」と明記さ
れています。リーブラ相談室で
は、震災後の４月～７月の4カ
月間で、相談者が昨年よりも
35％増加しました。地域の男
女平等参画拠点施設の相談室と
して、リーブラ相談室では、震
災からの復興においても力を入
れて取り組んでいきます。

＜開室曜日・開室時間＞
火曜日16：00～20：00
水曜日10：00～16：00
金曜日10：00～16：00
金曜日18：00～21：00

６.  リーブラ相談室
心のサポートルーム便り

東京都は8月17日、W杯初優勝を飾った女子サッカーのなでしこJAPANへ、東京都民栄誉賞・都民ス
ポーツ大賞を授与しました。今回の彼女たちの活躍に対して、国民栄誉賞を始めとして、数々の賞が授与
され、日本サッカー協会からの報奨金や日本スポーツ振興基金の助成金の増額など、この夏、連日のよう
に、なでしこ関連の表彰と報道が続いています。従来、女子サッカーは男尊女卑の強い国は弱い、と言わ
れてきた中での、なでしこの奮闘とその笑顔は、３．１１を経験した私たちに大きな感動と励ましを与え
てくれました。

一方で、今回、女性アスリートたちが置かれてきた、経済的な問題を含めたさまざまな困難に多くの注
目が集まっています。W杯で優勝した場合の報奨金は、男子は一人5千万円であるのに対して、女子はも
ともと150万円の設定でした。そもそも女子がサッカーをすることに対して「女のくせに」という非難が
あったり、学校のクラブ活動で女子の入部が認められなかったり、入部できても試合に出られないという、
競技をおこなう機会が阻まれている現実があります。

しかし、スポーツにおけるジェンダー問題はサッカーに限りません。野球やホッケーなどさまざまな競
技に共通する問題でもあり、スポーツ全体として、今こそ発想の転換と新たな取り組みが望まれます。

らには嫌々でなく楽しく参加し喜
びの活動にと思う。

運営協議会委員
宮口高枝

０３－３４５６－５７７１ （専用電話）
※面談は事前にご予約ください。電話相談も
可能です。ご相談もご予約も上記の利用時間内
に専用電話あてにお願いします。


